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研究成果の概要（和文）：　学習者の発話における「非流暢性」は「評価基準」と「学習目標」の二つの観点か
ら考察することができる。日本語を母語とするドイツ語学習者の、インタビュー場面における発話の分析から、
「自己訂正」は動詞に関係する箇所で多く出現していることが明らかになった。インタラクション場面からは、
非流暢性を示す現象が、発話において学習者が直面している何らかの「難しさ」と学習者の持つ言語知識、自ら
の発話に対するモニタリングと仮説検証を示唆し、同時にそれがやりとりの相手による発話構築へのサポートや
訂正的フィードバックを導き出し、発話の協働構築と「気づき」による学びにつながることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Disfluency' in learners' utterances can be considered from two aspects: '
assessment criteria' and 'learning goals'. In this project, the analysis of Japanese German 
learners' utterances in interview situations shows that 'self-correction' often emerges with verbs. 
The analysis of utterances in interactional situations suggests that disfluency phenomena occur when
 learners face some 'difficulty' in producing utterances, suggesting monitoring and hypothesis 
testing of their own utterances, and that at the same time they can elicit support for utterance 
construction and corrective feedback from the other, leading to collaborative utterance construction
 and language learning through 'noticing'. The analysis of this study shows that disfluencies in 
learners' utterances provide a clue to understanding the 'difficulties' learners face and the '
language knowledge' they possess.

研究分野： 外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、「非流暢」な発話は学習者が直面している「難しさ」と学習者の持つ「言語知識」を理解する手
がかりとなることが明らかになった。非流暢性の機能と役割を考察することによって、言語学習を言語使用場面
における「プロセス」として捉えることが可能となり、ドイツ語学習・教育の実践現場に対しても、教材・言語
学習場面・学習目標を考える上で必要な１つの指標を示すことができる。また、非流暢性の機能と役割を考察す
ることによって、学習者の「できないこと・足りないこと」への着目から「できること・すでに持っている知
識」へと、視点を転換し、教材・言語学習場面・学習目標を考える上での１つの指標を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 外国語学習者は様々な手段を用いてコミュニケーションに参加する能力を身につけること

が不可欠である。たとえばヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）では、「話す」ことには、自ら
の考えを目標言語で発表するだけでなく、他者と「やりとり」する力が必要とされ、「やり
とり」における言語使用の質的側面として、繰り返しや言い換え、訂正の使用、理解の表示、
理解の確認などが挙げられている。しかし、外国語教材にみられる会話文のほとんどは、特
定の文構造や語彙を導入するために「作られた」もので、言いよどみや言い間違いとその訂
正、発話の重複、聞き返しなど、自然な発話場面で会話コミュニケーションを成立させるた
めに必要な言語現象はほとんど見られず、実際の言語使用場面の話しことば特有の言語現象
とは乖離がある。 

(2) 外国語学習者の発話に見られる繰り返しや言い換え、訂正、フィラーを含むポーズなどは、
「非流暢性」を示す指標とされ、第二言語での発話産出時の認知処理プロセスとの関係から
論じられている。また外国語教育研究では、非流暢性を示す現象は訂正フィードバックの使
用や理解の確認、意味交渉との関連で研究され、学習者自身による訂正は、コミュニケーシ
ョン・ストラテジーの領域で扱われている。学習者自身による訂正を聞き手との発話の協働
構築プロセスとして考察する研究も散見されるが、非流暢性を示す現象がインタラクション
の中で持つ機能と外国語学習との関係を問う研究は多くない。 

(3) 話しことば研究においては、統語現象をはじめ、書きことばとは異なる規範が明らかにされ、
ドイツ語教育への応用も論じられているが、コミュニケーション重視の教材でも「作られた」
会話がほとんどである。流暢性を高めるための練習はあっても、非流暢性を示す現象がイン
タラクションの中で持つ役割や機能は取りあげられていない。ドイツ語学習者の発話におけ
る自己訂正を、目標言語の文法知識の意識的な使用やモニタリングと自動化の観点から論じ
た研究はあるが、他者との発話の協働構築の視点からアプローチする研究は少ない（Hoshii 
& Schumacher 2017）。 

 
 
２．研究の目的 
 
こうした状況を出発点として、本研究では、従来、流暢性を下げる要素として扱われてきた、

学習者の発話にみられる言い直しや言いよどみなどの現象を、外国語使用と外国語学習という
枠組みで包括的に捉え直し、学習者が自らの言語知識を意識的・積極的に使用し、他者とのイン
タラクションの中で外国語での発話を構築するプロセスとして、他者とのやりとりの中での「発
話の協働構築」という観点から再考することを目指した。さらに、他者とのやりとりの中での学
習者による言い直しや言いよどみが、外国語学習において担う機能を考察し、インタラクション
能力の指標として、ドイツ語習得研究およびドイツ語教育現場の双方に還元することを本研究
の目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
調査対象は日本語を母語とするドイツ語学習者（大学生）とし、インタビュー場面の発話と、

ドイツ語母語話者を含む多人数コミュニケーション場面の発話を録音・録画した上で文字化し
た資料を用い、言い直しや言いよどみなどの「非流暢性」を示すとされる現象の含まれる発話シ
ークエンスを抽出し、分析した。 
(1) インタビュー場面の学習者の発話については、学習者の自己開始・自己訂正シークエンス

における発話プロセスに焦点を当てて考察した。発話における非流暢性のうち、ポーズと
繰り返し、自己訂正の出現箇所を統語構造との関係から分析した。 

(2) 多人数コミュニケーション場面における学習者の発話については、非流暢性を示す現象が
どのように他者との発話の協働構築につながり、どのような学びの契機となっているかを、
質的研究手法を用いて考察した。 

(3) インタビュー場面の分析には、平成 26 年度〜29 年度科研費（基盤 C）採択課題で収集、
文字化したデータのうち、日本語を母語とする大学生２名のインタビューを用いた。 

(4) 多人数コミュニケーション場面の分析には、テレビ会議システムを用いたドイツ語母語話
者・ドイツ語学習者間の多人数インタラクション場面を録画し、文字化作業をすすめ、分
析の一次資料とした。 

 
 
 
 



４．研究成果 
 
(1) 外国語学習の目標と「非流暢性」 

 
外国語学習と非流暢性に関する先行研究では、母語話者の自然な発話にも見られる非流暢性

は、学習目標としてはほとんど考慮されていないことが指摘されている。非流暢性に対する捉え
方に関する議論を踏まえ、流暢性を「評価基準」と「学習目標」の二つの側面から考察し、図１
のようにまとめた。 

 
図１ 非流暢性と第二言語の学習（Hoshii & Schumacher 2021:526 を元に作成） 

 
 
(2) インタビューにおける学習者の発話と「非流暢性」 
 
インタビュー場面の発話の分析では、非流暢性を示す現象のうち自己訂正は、表１に示すよう

に、特に動詞に関連する箇所で多いことが明らかになった。 
 

表１：学習者の発話と自己訂正 (Hoshii & Schumacher 2022:536, Tabelle 2 を元に作成) 
 
 
(3) 他者とのやりとりにおける学習者の発話と「非流暢性」 
 
インタラクションデータについては、質的手法を用いて具体的シークエンス例における「非流

暢性」の出現とその後のやりとりを分析した。言いよどみや繰り返しなどの非流暢性を示す現象
は、発話において学習者が何らかの「難しさ」に直面している際に生じ、自らの発話に対するモ
ニタリングと仮説検証を示唆すること、同時にそれがやりとりの相手による発話構築へのサポ
ートや訂正的フィードバックを導き出し、発話の協働構築と「気づき」による学びにつながるこ
とを明らかにした。 
 
(4) 今後の課題・展望 
 
本研究の分析により、発話における非流暢性は、学習者が直面している「難しさ」と学習者の

持つ「言語知識」を理解する手がかりとなることが明らかになった。非流暢性の機能と役割を考
察することによって、言語学習を言語使用場面における「プロセス」として捉えることが可能と
なり、ドイツ語学習・教育の実践現場に対しても、教材・言語学習場面・学習目標を考える上で



必要な１つの指標を示すことができた。それは同時に学習者の「できないこと・足りないこと」
への着目から、「できること・すでに持っている知識」へと視点を転換することにもつながると
考える。 
本研究の成果をもとに、学習者の発話における「非流暢性」の考察を続けることで、「定動詞

第２位(XVS）)と「副文における定型後置（V-END）」の習得順序について、「処理可能性理論」
（Pienemann 1998）と「Profilanalyse」（Grießhaber 2012）で提示されている習得順序、さら
には現行のドイツ語教材における語順の導入順序に関する議論に対し、補足的な知見を提示す
ることができると考える。また、非流暢性を手がかりに、学習者の発話と第１言語との関係およ
び「自動化 (Automatisierung)」の観点からも、今後、さらなる考察を加えることができるもの
と考えている。 
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